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性格の診断とその指導 たとえば.it>;:，種のI'E絡をもっτいる人間が，不愉快な家庭で生
活しているとすれば，その結呆な陀ごとにつけても乱暴しやすい情
一一非行仕しやすい生徒の性格につい てー ー 動的な状態にある人になりやすい。そのような人はお，恥の状態
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はじめに
少年非行は.とと数年いちじるしく増加し，昭和38年度に刑法
を犯して締導された少年は17万人といわれるa特に中学生の非行
の増加が，めだっていることは.憂慮すべきととである。
本校においては.増加の傾向はないが.毎年同程度の非行発生が
串り .その指導対策に全t員があたっているが.いろいろ問露点が
あるa問題点で特にi目難を感ずるものは，累犯生徒の性格に関する
ものである。との累犯生徒の性絡.すなわち非行化しやすい性格を
究明し，その早期発見と診断法のー っとして.ロー ルシャツハ・テス
トの技術を習得L.治療的指導誌としてのカウンセり Yグの跨論と
技術を研究したいと考える。
I 人聞の行動・性格
に問題があるといえる。とういう状態は潜在的κ非行性があると考
えら九る。とれに具体的な状況が作用すれば，直ちに非行をおかす
人間である。また郎会に出たととのない.tE舎唯伽上京して，
あてにしていた知人に会えず ，泊るにも金がな〈て帰。の汽車賃も
ないという状態にあった時，惑いとは知りながら盗みをしたとする
と， ζれはpv.Evに rJl~のある状態であり急性の非行である。 ζ
のpc.Pv.EcEvを組み合せるといくつかの類型ができ ，きらと>- :> 
にPc<: Pv • Ec乏Evの程度によし無数の鎖型車1考えられ
る。というととは非行は，個人制人によって異なるというととを示
すものである・またPItEcに影響されて.ゆがめられた性格を形
成されたりするζともある。
不愉快な家庭にいつも生活していると ，その人格は変わってくる
ζとが当然考えられる。 ζのように環境は人格を変革していくが.
逆に人聞の行動によって魔境を変革するζともできる。
非行生徒を攻扱ってみて，たしかに環境的な要因は大きい， しか
し側体的な斐悶も熊慢できない。わたくしは個体的要因のうちで.
とくに性絡の問題についてJEえてみたいa
最近少年の非行は激地している.畳的焔加とともに質問にも粗暴 2. 性格の問題
化祭間化し性犯罪のt盟加や低年令化する傾向がみられ.憂うべき状 性格という言葉はキャラタ ター(独)といい， 彫町つけられたも
懇であり，その対策が強〈きけばれている.iド行吃対する対策には の，または刻みとまれたもので特徴とか標識とかいうととであるa
いろいろあると見われるし.モの発生の原因もいろいろ;f.る主思う。 それでは性絡を恰1&しているものはなにか，バ)1/7 ドーは f性格と
た主えば，駁後身体の発達は著しいが， 結神の発達が，それにとも は，存在しながら作り上げられるものであるJ~ いっているが.昔
なわないとか.欲求不満のトレランス(耐性)が弱いとか.幼児 から「ウリのつるにはナスピばならぬJといわれ，また「氏より育
期における家庭教育に問題があるとか，学校や織場における不通応 ちJrトYピが夕方を生んだjといい，性絡を決定するものに二つ
だとか，いろいろな問題が考えられる。 の面b;考えられている。それは生得的な性憾と獲得的な性絡をいっ
しかし，わたくしたちは.生徒の表面にあらわれた行動だけに冷 たものである。
日し.-1:の生徒を評価し.判断する傾向がないだろうか。表而にあ o 非行生徒には普通の人に見られない性絡のかたよりがあるよう
らわれた行動をひきおとしている ものはなにiJ'dその力動的な背愛 である。 同じ不良な尿l~にあっても.非行化 L-'"すい生徒もあり
はなにかを知り ，そのうえではじめて.その生徒の問題行動をJIll解 健全な社会生活を送る生徒もいる・非行化しやすい生徒It.好まし
するζとができるわけである. くない要因から影響を受けやすい性格的側面がある.tうした性路
。)側rtをもった生徒を，どうしたらよいかが大きな問題となる。
1.人間の行動の問題 非行少年の約20 %如、L5 U婦は.宙通の人に見られない何ら
人間の行動1 .-般に倒体的要因と，環続的安図の相Eの交捗~ì\! かの性情のかたよりがあると，従来の研究ではいわれる。非行少年
によっておとるものである。 レゲインは.人闘の行動 (B)を，人 の知的な欠陥も4!却しなければならないが，ととでは性絡の問題を
格(p)と全体的環境 (E)の関訟であるとし， B=f(p， E) 取り上げて考察してみよう。
なる式であらわしている。入閣の行動はさらに考えるとB=f(Pc 0 非行少年のì:i:栴椛造の内~を出!く考えてみると ， 精神薄弱・椅
+Pv.Ec十Ev)となる。 神的貿・精神病・神経症など突に事商事織であり， ζうしたものが， 、
[ *pc・・・・・固定きれた.情緒ぬ特牲を含めた基底的人賂 | 基底となっτ，性絡を形J草しているわけであり.その専門的知識が
¥ Pv・・ぃ・現象的人格 Eσ…・紘続的環境 ! ないl-..iEL{性格の診断もできないと考えちれるn
'- Ev'…・某依的状況 J ※J!J下少年院在続少年についτ具休的κ見る/:.東京管内の男子
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3 1 4 8名について昭和34年末の法務省の調査によると，きょ
うiF.教育の比較的国燥な者の 54.8%は精神病質だろうと，遠藤
辰雄氏はいっている。またわが国少年院の男女)ll精仲状況調査の
内訳を見ると，精神障害者25.8% 準疋常者61.1% 珂者を
合計すると 93. 6婦がなんらかの精神上のかたよりをもっている
事実が認められている。
5 非行発生の要因としての基底的性格について
(1)非行性性絡の一般的特徴
ヒUー は非行少年e，同}家庭に脊った非行者でたい者の情緒的
体験と情緒的反応の差が90%ないし13%であったとして，非行
少年に情緒障害があるととを指摘している。
またグリュ・ノク夫委がロー ルシャツハ・テストによって，非行少
年とそうでない少年とを比較して，明らかにしたとζろによると，
「非行少年は情緒性において変動が大きく容易rr.i[わりやす<.衝動
性b;強く，また外向的で活発であると同時に，自己を統御する力に
欠けている。他人に対しては，意識的，無意識的な敵対的衝動をも
っており，うらみや疑惑をいi.きやすく，攻撃的.破壊的短否的態
度が顕著である。さらに，ー般に不安感，不安定感は少ないし，失
致や飲選を恐れるととうも少ない.しかし同時に，自分を認められ
欲求不街の耐性の低い幼児的性絡が形成されるものと考えられる。
との幼児的性絡も手伝って，非行少年の性絡のゆがみがますます周
定化していくものと考えられる。
今まで問題行動(非行)を素質と~J:童の二つの次元で芳えていた
が.tの素質主環境から出て〈る欲求不満t..希望の喪失などがか
らみ合って非行が行なわれているζとを，大阪府下教育研究所の共
同研究では明らかにしτいる。
入閣の行動の原動力は，欲求であるといえる。欲求を充足させた
り，充足できないときに，情緒は必ず作用するものであるa高木四
郎氏は精神医学総論で欲求を次のようK分けている。
{生産的欲求
社会的欲求一安定惑の欲求，ゑ認の欲求.愛情の欲求，
成功感の欲求.新しい経験の欲求
乳児はもっぱら生践的欲求だけに基づいて生活しているが，少し成
長してくると，社会的意識が生まれ，社会的欲求がはたらいてきて
情絡が分化する.
、-
tいという自己愛的な傾向が強く，権威や社会に対しては，反筑的 われわれが社会的欲求を充足させる過程において，隊墜に対して
で服従的なとζろがなく.ifu，商価値的なととうが大きい。また，精 強い抵抗を示す.ζの抵抗が，怒り .償り，失望.絡組など不快の
神障害の傾向があり，非社会自~.幼稚で適応性に欠ける向きがあるj 情絡が作用するが，との情緒の統御力が問題になる.
と迩べている。とれらの性格の特徴を要約すると，性特形成の未成
熟さをあらわしているものであり，情緒的未成熟といった発達~~害
のー面を含んでいるととになる.非行少年にはこのような，性格特
置がー 鐙に認められる傾向である。
121 精神病質傾向
精神病質とはドイ γの精神医学において，住端な性格の異常主い
う広い意味fL用いられたものであり，シュナイダー は f自己の性格
の編りのため庇，自己または社会が悩むものJt.規定している.ラ
ィνャワ一大伎を刺した少年比変質者であると，新開など判事され
たが， ζういう変質者といわれるものが，続伸病質者であり，樋口
幸吉氏らの調査によれば.少年院入院少年の 80%は経神病質者か
精神病質傾向のある者であり.重視しなければならない。
(3) 非行と精神病
法r&省で認べた少年院の精神状況観査ではf!i神病はl係であη.
精科病の症状が非行のきっかけとなるζ と;'1~需に少ない。たいて
いの場合には，もともと潜在していた非行性が精神的症状をとおし
て現われるのであって，非行の原因として.精神病を重視するζと
仕危険ともいえる。
(4)非行性性格の形成
非行生徒に情緒的な~警が辛いととは.非行性性lSの一般的特徴
自とζろで述べたが ，情緒的障害により自説が健全に成長しないで
また人聞は欲求充足に向かつて行動するが，次の図のように障壁
に対して欲求不満 (7ラストレーション)状怒になる。しかし，う
まくきりぬけるか 書りぬけないかにより，トレランス(耐性)
が高いといい，また低いという。
心礎的緊張 一一
欲求 問一一--，.充足
フラストレ一市ン状態 一一
欲求不満の耐性が高いということは常に担金約に象認きれた遜応
した状態にあるa欲求が充足きれない時は，欲求不満の状態そのま
まにいるか，または現実に却さない攻撃・代償・逃避などの行般を
kる。
欲求不満の耐性は，乳幼児期から始まる弱のしつけによって，っ
くりあげられて〈るものである。つまり，少しずつ大小の欲求不満
を経験させ，それに針忍するζとや，代償によって諮足するζとを
学習させるζとにより.子どもの社会化がなされるa
以上のように情緒の障害をもち.歌求不満の射性の低い性絡の子
どもは悶鼠行動をおとしやすい。
また精神分析的には超自我が弱いという立場をとるものもいる。
自~の行動を獲得し監督し.道徳性の要求を代表する超自 1訟は生ま
れて後の教育.特区幼児期の母親のしつけによってできるといわれ
ζのしつけのゆがみから内面化が充分に行なわれないと r..・・令し
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たいJr.・・・が欲しいjと患った場合，それを抑えるととができず 第2表 反応教と反応時聞
に社会的なきまりの無視をもする直接的短絡行動にはしりやすい性
絡ができる.
E 非行性性格の早期発見と診断
今まで逮べて来た基底的性格の追究は，診断をするための予能知
識であったa問題行動を具体的に早期に発見する方法としては，ー ・ 反応総数は普通20-45の範随である。繊浜市教育
つは日常生活において具体的にあらわれる兆候から発見する方法と 研究所の鶏べでは非行群Z6であり，グリュックの場合23と報告
もうー つは.性絡診伝テストにより発見するものt巨大別きれる。 され.まず普通と考えられる.
・ 事j発反応時間ti，普通30秒以下であり，あまりおそ
1 非行世性格の兆候 い場合には心的機能の低下，防衛的，m戒的な態度，情緒的抑制キ
業強劃格制践は一四L対1EI己中止約;:.，自己の統制の欠けた情緒的に うつ状態などを疑ってみる必要がある。 CDEF生徒などが該当す
未成熟な行動傾向と して見られるのである.とのような傾向が見ら るのである。
れたら注意しなければならない。 ζのような性格のかたよりの早期 0 反応領域
発見は.日常生活で接触の多い父母や教師にまたなければならない。 第3表 反応領域
S 非行性性格の発見と診断
非行性性絡の発見には，1で述べた行動観察や環境生活史調査な
どあり，それぞれに大切であるが同時に客観的な根砲が得られるも
のが必要である。モれが性格テストである.性格テストにはインベ
ン ト リー (質問~形式)のもの と プロジェヂテ ィ プ(投影法) の二
つの型式がある。プロジェヲティプとしては.ロー ルジャ yハ・テ
スト， TAT，SCT，PFTなどある.. 
以下ロールジャyハ・テス トを用いて.当肢の生徒の性裕特性に
関する診断の実例をのべてみる。
(11 目的・・当絞の非行生徒の共通な性格特性を発見する。
12;対象・…両津市立南中学校 生徒 7名
第l表 調査対象生徒 覧ー
生 徒 A B C D E F G 
'F 年 l 2 3 3 3 3 3 
知能偏差(i 18 23 22 29 49 43 54 
問題行動 窃盗 窃盗 窃盗 窃盗 窃盗 窃盗 窃盗暴行 怠学
(3)手続
¥テスト実施期日 昭和39 ~ 9月5日， 1日
場 所 両津市立南中学校
図 版 東京ロールシャ yハ研究会 (標準ロー
ルシャ yハ図版j
分 類 東京ロールシャyハ研究会(片口安史
氏)の方法による
(4) 総菜と考察
。反応数と反応時間
A B C D E F G 合計|
w 8129.6 51 2!J 6 13SIl 31150 41:!lJ 61230 10131.2 421 25.4 
D 18166. 14 園田 同 620141100 日開 14日8181 515 1岨 日1
Dd 113) 41 17.~ 1ω 3 却 51192 1 31 151 90
S 211qll 0 l 謁 41 125 71 42
反応領Jtの意味づけにあたっては.主として知的側面
から考えるわけであるが，まずW:D: Ddは39.0:50.8:ω
としている{片口氏) 一般に発達Rこ ともなっτW~ (全体反応)
が減少し， D<;fi (節分反応)が楠加する傾向にあるといわれている.
W労を事〈示す人が.知的な人がらを反映するとすれば，上の表で
見るilりDq6をより多〈反応しているのは非行鮮の課題解決の方向
1(.， 限造的.抽象的というよりはむしろ実際的，具体的な傾向があ
るととを示している.
ABCDEFG生徒jtに， D~制:増加してい る。
0 反応決定図
第4表 反応決定悶
A B C 
MI 2 7A 
FM 71259 31 130 21 125 
FK 1 1 
F 13 晶1115IliZ 81!lXl 
FC 21 7.4 31109 4おB
CF 1 31 21 125 
m 1 2 II
c 
D E F 
71 3!泊 211M 81 380 
11 50 168lJ 町田
1 50 i 議
1 5D 
1 51 l 却
1 !D 
G 合計
51156 71 42 
61181 351 212 
1 0.6 
17日2l'罰58.8
5115.6 91 5A 
ロ
I 迎l
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反応決定囚は，知的ならびに情緒的な函が比較的明ら
かである。
・形態凶子 (F)F%は普通20~5 0%といわれてい
る。 F%がおい人は小心契I</'.した形式的で .日発性の乏しい感情
を克わしている。 B.D.E.F生iAなどは，そうした傾向が考え
られ弘また締神偽弱児に多い傾向とも考えられる。
・運動民子(1.1)の出刻はー 眼的に発注Hこともなっt増
加するといわれる.意気しようtしている時lC.，t.Iの出現は少な〈
B.C.D.E.F生徒が全然示さなかったのは，そうした傾
向にあると考えられる。
・動物述動因子 (F1.1)は1'ti!i3.4%といわれる。 FM
が多いのは戸接的な満足をえようとする衝動を感ずるζとを， 示L
O 反応内容
第5R反応内容
A H C D 
出現数 % 出現数 % lHl!fi % 出現数
日 6 22.2 :¥04 2 1 2.5 l 
A 14 51 X ) 2 521 12 75.0 15 
o b j 3.7 2 12.5 
P 1 i 3.1 3.1 
A七 4 14.8 3 13.0 
Blood 
Lar d.s 
M a p 
EXPI 111 
N u 
Fire 
Arch l 
% 
てお町 .溺察や理解K欠けていて ，衝動的の傾向がある。
ζれらの街動は本能的な草食をもったものから由来しているとい
われ，;1iI;本的rctt，統合の弱まった状態で，意識が滋返し.自己統
制が欠如した状態で ， 行動に~fを及ぼす.A ， B ， C ， D ， E ，
F，G共に多い。
・無生物運動 (m) m1{iは主として外在的なカ，たと
えば火山が!i発しているというように色彩をともなった強力なmは
少なくとも攻撃的，議極的，衝動性といった内面的傾向を予怨させ
る。 A生徒はそうである。
色彩因子 (0) 色~反応は情緒に隠する指標とされ
ている。そして感受性の乏しい情緒的表現を抑制する傾向の者は.
反応が乏しいときれており，非行鮮にあまり見られなかった。
E F G 合 計
出現数 % 出現数 % 出現数 % 出現数 % 
5.0 2 10.0 2 1.6 5 15.6 25 15.0 
15.0 18 90.0 19 13.0 12 37.5 1 02 61.8 
3 1l.5 6 3.6 
3.8 18.7 10 邑6
5.0 5 I 15.6 13 7.8 
2 凪2 2 1.2 
3.1 0.6 
3.8 06 
5，0 3.1 3 1.8 
5.0 U6 
50 l 06 
- 動物反応 (A) 普通の人ηAq仰 25-4 5%であ れる.C.D.E，F生徒など.不安や抑うつ気分であると考えら
る.不安や抑うつ気分によって，11!念内?宇治:貧困になってくると . れる。
A%が高〈なってくる。 そう快t.r~分であるときは減少すると いわ
o P反応の出現数
第 6 長反応のt!J~数
P反応の出現教は診断上重要な;iM!;を持っており.少なくとも 4 0 総合的解釈について
般ーには5似上あるのが普通とされる。 P%が少な fぎるときは， ・運動因子 (1.1)と色彩卵子 (LC)との相互関係拡，
闘俳乏し<，ときには正常的J人関係ができなくなっている状 内面的な仕事をするという内仲間献と ，外界Rこ日を向けるという
恥考えられる。知的欠格 . 械の4安状~，現実との緩触を喪失 外帥恥との関係を示していると考える (M>kC)は外拡的体
Ltn神病など匠おいて，いちじるしくP反応の減少がみられる. 験~であり (OM : OkC) は丙貧的体験慰で B ， C， D， E生徒
A，C，D，E，F生徒など，やはりP反応が少な〈問題がある。 が該当し，しゃ〈し定頃，内的な空虚さ.制限され抑制された感受
-2 5-
性などが特徴である.
・ (FM+m) (FC+C+C/)の出現数
第7表 (FM+m) (FC+C+C/)の出現数
むすび
非行に陥りぞすい位協的なゆがみが生徒に見いだきれた喝合，も
っとも適当な処置がすみやかにとられkければならない。そのために
J主体的にどのような治療的指羽件が考えらえるであろうか.それぞ
れの学校で各教師により ，いろいろな指導が行なわれているが.わ
た〈しはカウンセリングによるべきだと考えるようKなった。その
FC+C+C' t.そのとき被験者によって.認知きれない，外的 理由の第ーはカウ Yセリングを受けるととにより，社会的不適応状
傾向を示し.情緒的な反応が潜在しており.C. G生徒は次の(1lX 態にある個人の情緒的態度を変容すると考えるからである。その第
+ DC+X) /Rの面からと 致ーする.
。(DX+双+X)/R
第8表 (I区+DC+X)
A B C D 
DX 3 2 l 2 
IX 2 l 2 
X 5 6 4 
~ 計 10 
同哨する得 37.0 34.7 46.2 24.2 
B F G 合計
I 4 4 17 
2 2 2 12 
4 8 291 
4 10 14 58 
Z 0.0 38.4 43.7 34.5 
普通外的な震織からの情緒的刺激に対して.引込思案になっており
C. G生徒は40¥iS1!l上で.l1!細からの情緒的制獄Z対して実際的
または潜在約な反応傾向である.
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。課題解決の方向が，どちらかといえばせまい観野の中で
実際的，具体的である。
問題を解決する見方は，総合的.摘象的の見方ではたく .むしる
現実的，具体的に処理していく傾向が見られる. (Dから書き出さ
れる)
。課題解決の方法が衝動的であり，自己統制に欠ける.
課題解決の方法が，直接的な自己満足という方法に走り ，生l'l1(f.j
欲求が格<.社会的なもとめに応fるような考慮が乏しい。 (FM 
から噂きI.:Jきれる.) 
o 不安に対しての適切な処l'l1ol行なわれていない。 (情緒
的未成熟)不安は欲求の阻止の場合があり.~行少年は欲求の阻止
により不安が生じ易<.不安をもっとその不安区対して適切な処聞
ができない。 (A(IIX+lX+X ) /Rなどから導き出される.) 
。攻撃的である。
自分の行動に対する 自 己統剰に欠け . ~I買や他人に銚戦的であり
攻甥的になる。 ζれは欲求が満たされず，欲求不筒の状態を現実に
開きない攻撃という行動で訪たすものである。 (mから導き，'uき
れる)
こに.モういう生徒を指導する方法と して，高綾場面を中心にして
雷悟的手段で行なうことである。その第三は方程ンセリ Yグの目的
は人絡の蒋梼成というととであるからである。
わたくしは3か月間性Itiのかたよりのために守絞を恒否していた
子どもが.1固の函綾ののちに登校した実例を観察した。その他.
いろいろの実例を観察してみて . 人格の~婿成ができるt いう自信
をもったからである.研修修了後1>3校して6人の生徒.1人の母線
を4人の教師とともにカウYセリングを続けていることを書き添え
て筆をおく。
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